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ホルモン受容機構異常に関する調査研究 

分担研究報告書 
低カルシウム血症性疾患の検討 

研究分担者 福本誠二 徳島大学先端酵素学研究所 特任教授 
 

研究要旨：低カルシウム血症性疾患の実態を明らかにするために、副甲状腺機能低下症、

偽性副 甲状腺機能 低下症、 偽性偽性 副甲状腺 機能低下症 、 progressive osseous 
heteroplasia、および acrodysostosis の患者の現況につき、全国アンケート調査を行った。 

 
Ａ．研究目的 

当研究班の活動として、低カルシウム(Ca)
血症の鑑別診断の手引き等を作成してきた。

一方これらの疾患に関する新規知見が多く

得られている。そこで最新の知見に基づき、

本手引きを改訂することを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 

疫学班のマニュアルに従い抽出した全国

の病院 3,501 科に対し、該当患者が存在す

るか否かの一次調査、存在する場合は、より

詳細な臨床像を質問する二次調査を行っ

た。 
（倫理面への配慮） 
本研究は千葉大学の倫理委員会の承認

のもと行った。 
 
Ｃ．研究結果 

一次調査では、副甲状腺機能低下症 704
名、偽性副甲状腺機能低下症 478 名が集計

された。この患者数と対象施設抽出率から、

推定患者数は副甲状腺機能低下症2,304名

(95%信頼区間 1,189 名～3,419 名)、偽性副

甲状腺機能低下症 1,484名(1,143名～1,825
名)と推計された。一方、我々が経験した過

去の症例の検討から、現状の診断基準では

偽性副甲状腺機能低下症 Ib 型と診断される

症例の中に、ビタミン D 欠乏症が混在してい

ることが明らかとなった。 
 
Ｄ．考察 

1998 年の全国調査では、副甲状腺機能

低下症約 900 例、偽性副甲状腺機能低下症

約 400 例が集計されている。今回の一次調

査は、あくまで主治医判断での診断に基づ

いている。今後二次調査の結果の解析をふ

まえ、これらの疾患の現状の臨床像を明らか

にしていく必要がある。 
 
Ｅ．結論 

全国アンケート調査により、我が国ではそ

れぞれ 1,000～2,000 名の副甲状腺機能低

下症や偽性副甲状腺機能低下症患者が存

在するものと推定された。今後、低カルシウ

ム血症性疾患の確実な病因鑑別法を確立

する必要がある。 
 
Ｆ．健康危険情報                     
  該当なし 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 

なし 
 2.  学会発表 
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なし 
                  
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 1. 特許取得 
 該当なし 

 2. 実用新案登録 
 該当なし 
 3.その他 
 特記事項なし 


